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令和5年度 第3回文京区子ども・子育て会議  

及び文京区地域福祉推進協議会子ども部会  要点記録 

 

 日時 令和６年１月16日（火）午後６時32分から午後８時34分まで 

 場所 区議会第一委員会室（文京シビックセンター24階） 

 

＜会議次第＞ 

１ 開会 

２ 議題 

  子ども・子育て支援に関する実態調査の結果について  【資料第１号】 

３ 報告 

  私立幼稚園の特定教育・保育施設への移行について  【資料第２号】  

４ その他 

５ 閉会 

 

＜地域福祉推進協議会子ども部会委員（名簿順）＞  

出席者 

遠藤 利彦 会長、髙橋  貴志  副会長、高櫻 綾子 委員、水谷 彰宏 委員、古城 侑子 委員、 

鳩山 多加子 委員、岩永 麻衣 委員、河合 直子 委員、大橋 久 委員、中嶋 春子委員、 

堀口 法子 委員、佐藤  良文 委員、佐々木 妙子 委員、岸 雄介 委員、髙橋 誉則 委員、 

大井 明彦 委員、河津 晶子 委員、井島 和彦 委員 

 

欠席者 

福田 恵 委員、竹内 秀哉 委員、秋葉 園江 委員 

 

＜事務局＞ 

出席者 

多田子ども家庭部長、新名教育推進部長、宇民教育総務課長、篠原子育て支援課長、  

奥田幼児保育課長、永尾子ども施設担当課長、大戸子ども家庭支援センター所長、  

佐藤児童相談所準備担当課長、大塚保健サービスセンター所長、中川学務課長、  

赤津教育指導課長、鈴木児童青少年課長、木口教育センター所長、横山企画課長、  

橋本障害福祉課長、渡部生活福祉課長  

 

欠席者 

 

＜傍聴者＞ 

6名 

 

 

子育て支援課長：では、予定の方がいらっしゃいましたので、これより令和 5年度第3
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回文京区子ども・子育て会議及び地域福祉推進協議会子ども部会を開催いたします。  

  本日はお忙しいところお集まりいただきましてありがとうございます。 2024年初

回の会議ではございますが、委員の任期満了の 3月までに開催する会議が今回で最

後と予定されておりますので、オンラインご出席の皆様も含め、よろしくお願いい

たします。 

  開催に当たり、初めに配付資料を確認させていただきます。  

  まず、郵送で全員に配付させていただきました事前配付で、次第と資料第 2号が

お手元にあろうかと存じます。また、席上配付資料としまして、座席表、資料第 1

号、冊子みたいなやつですね。資料第 1号の 21ページの差し替えが A4でお手元にあ

ろうかと思います。これとは別に製本されている子育て支援計画、オレンジ色の冊

子、同じく追補版となっているピンク色の子どもの貧困対策計画冊子、あと平成 31

年 3月に発行しました子育て支援に関するニーズ調査報告書、これは緑色の物です

ね。最後に、子どもの生活状況調査の報告書で青色の冊子がお手元にございます。  

  資料に不足がある方はお知らせください。よろしいでしょうか。 

  また、オンラインでご出席の委員の皆様方には、本日資料第 1号を改めて 5時前に

メールでお送りしております。皆様よろしいでしょうか。 

  最後に、委員の皆さんのご出席の状況ですが、ご欠席の連絡をいただいている委

員は竹内委員、秋葉委員、また、髙橋委員、福田委員は恐らく遅れていらっしゃる

ものだというふうにご連絡をいただいております。  

  それでは、これより議事の進行を遠藤会長にお願いいたしますが、委員の皆様に

おかれましては、発言する際には、初めに所属団体名とお名前をおっしゃってから

ご発言いただきますようお願いいたします。 Zoomの方はご発言する際は手を挙げて

合図いただきますようお願いいたします。  

  それでは、遠藤会長よろしくお願いいたします。  

遠藤会長：ありがとうございます。今冬一番と言われている寒さの中ご参加いただき

まして誠にありがとうございます。本年もまた、今回も何とぞよろしくお願いいた

します。 

  本日の会議は、次第のとおり議題が 1件と報告が 1件ございます。また、先ほど事

務局よりご案内がありましたけれども、本日が皆様方で行う最後の会議となります

ので、会議の最後にお一人ずつ一言頂戴したいというふうに考えております。何と

ぞよろしくお願いします。  

  では、議題、子ども・子育て支援に関する実態調査の結果について、入ってまい

りたいと思います。  

  それでは、こちらの資料第 1号をお手元にご準備いただければと思います。ここ

では昨年10月から11月にかけて行いました子ども・子育て支援に関する実態調査の

結果について、概要版の報告書（案）としてまとめられたものをご説明いただきま

す。 

  それでは、資料第 1号につきまして、篠原子育て支援課長よりご説明をお願いい

たします。 

子育て支援課長：子ども家庭部子育て支援課長の篠原と申します。  
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  まず、早速資料第1号についてご説明いたします。  

  昨年の子ども・子育て会議等でも様々なご意見をいただいて調査を行いましたこ

の実態調査の結果について、概要版が先行してできましたので、これをご報告させ

ていただくものになります。  

  現在、全ての質問の回答をまとめた完全版と言いましょうか、そういったものは

今現在、クロス集計も含めて、現在絶賛作業中ということですので、ちょっとお手

元にお渡しできるタイミングが、これしかございませんが、また完成した折にはま

た PDF等で委員の皆様方にはご案内させていただきまして、またご意見を賜れれば

と。ちょっと会議のまた別のところになってしまいますけれども、そのようにさせ

ていただきたいと思っておりますので、よろしくお願いします。  

  また、この資料はあくまで冊子形式になっておりますが暫定版ですので、まだ誤

植や様々なものがあり得る状態での送付となりますことをどうぞお許しくださいま

すようお願いいたします。そのためちょっと 21ページの差し替えなんかが起きてお

ります。 

  では、お手元の資料 1枚目のぺらの物を御覧いただきたいんですけども、概要に

ついてはこちらにございますとおり、実態調査の概要版をご説明するものになりま

す。この調査結果のことについては、来月行われる予定の地域福祉推進協議会、ま

た2月の文京区議会においてこの報告をさせていただいた後、また PDF等で委員の皆

様方にも送付をした上で調整し、最後に 3月末目途に調査報告の納品を予定してご

ざいます。 

  それでは、冊子になっております調査報告書をご覧ください。区の職員の皆様は

PDFをご覧いただければと思います。  

  まず、この概要版のトップページですけれども、調査の概要はこちら目的、概要

がこちらにあるとおりで、抽出方法、調査方法、調査時期についてはこちらにある

とおりでございます。  

  回答結果ですけども、こちらの①番から⑪番までございまして、一番右側の有効

回収率を見ていただきたいんですが、おおむね 50％から大体21％ぐらいの形になっ

てございます。小学生、中学生、高校生世代本人の方々が割と低い数字になってお

ります。こちらは 5年前に行った調査より若干下回っている数字にはなっておりま

すが、おおむね 5年前と近い数字にはなっています。設問数が多いことやインター

ネットを使って多くの回答率が得られるように工夫はし、11月の回答時期の初旬に

改めてご回答いただいていない方も含めて、改めて回答お願いしますという勧奨通

知をお送りしたんですけれども、結果としてはこのような形になったということで

ございます。 

  では、1ページおめくりいただいて2ページ目をご覧ください。  

  調査結果の見方なんですけども、それぞれのページの右肩にそれぞれ四角囲みで

どれを対象にしたかというものがございますので、こちらに向けた結果ということ

で、こちらの各報告があるというふうにご覧いただければと思います。ページがち

ょっと 50ページ以上ございますので、かいつまんでご説明をいたしますのでご了承

ください。 
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  まず、お手元の資料9ページをご覧ください。  

  まず、（7）番目の母親－【就労していない人】の就労希望についてですが、こち

らは平成30年に行った前回の調査との比較ができる項目になっておりますので、ご

説明したいと思います。  

  就労の希望がないという部分については、未就学児については若干減っておりま

すが、逆に、「1年より先、一番下の子どもが一定年齢になったころ就労したい」と

いう意向は増えております。また、「すぐにではないが、1年以内に就労したい」と

いうところで、こういった傾向が見られますが、小学生の世代においては若干逆転

しているようなものもあり、この部分をどう見るかという部分については、今後の

分析を待って、またご説明したいと思っております。  

  また、（8）番の母親－【就労希望者】希望する就労形態についてですが、こちら

は 5年前の傾向とちょっと比較はできないんですが、基本的には多くの方がパート

タイムまたはフルタイムでのご希望をされているということで、未就学保護者のほ

うがちょっと時間が取りづらいのかなという傾向は見てとれるというふうに考えて

おります。 

  次のページ、10ページをご覧ください。  

  （ 1）番の父母の育児休業制度の取得状況についてですけれども、こちらも母親、

父親ともに前回調査からの比較を載せてございます。このような形になっておりま

す。 

  ②番の【育児休業制度を「取得していない」人】の理由についてですが、結果と

してはこのような形になっているんですが、コロナ等を含めてテレワーク等もなっ

ているので、この部分は減るかなと思ったんですが、上から 2番目の「仕事が忙し

かった」の次の「職場に育児休業を取りにくい雰囲気あった」という部分は、父親

のほうにおいては34.4％、母親のほうは10.8％となっていますが、こちらは平成30

年とさほど大差がない結果となっております。そのほかの項目についても大きく 5

年前と比べて変動したというものはちょっとないような状況で、この部分をどう考

えるかというのが区の施策を考える上で一つポイントになるのかなと思っておりま

す。 

  ページをおめくりいただいて、ちょっとかなり飛びますが、まず23ページをご覧

ください。 

  この辺りは区の様々な施設の部分なんですけれども、 11番目の青少年プラザ（b-

lab）、中高生が集う場ですけども、この利用状況についてですが、こちらちょっと

一点、今後ちょっと修正しようかなと思っているものがございまして、この（ 1）

番のそれぞれの回答率の中に、就学援助中学生本人という項目がございますが、こ

ちらはちょっとこの内容の特性上、直接関係がないものかなと思っておりますので、

修正をいたしまして、中学生本人と高校生本人という形でこの部分は修正をしたい

と思っております。このほかにも各委員の皆様がご覧になった上で、もし何か気に

なる点があれば、この後のご質問等で承れればと思っております。  

  そして、25ページをご覧ください。  
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  子育てをする上で持っている不安や悩みということで、こちらは全子育て世代の

方々に聞いているものですけれども、こういったところで未就学から高校生世代ま

で、どういう理由で悩みがあるかというところをご確認いただければと思います。

特に「自分の時間が取れず、自由がない」だとか、「子育てと仕事・キャリアの両

立が難しい」という部分については、やはり未就学の方々の保護者の悩みとしては

かなり多いというところですが、一方、 3番目の「子どもの進路や進学のことにつ

いて」という部分は、お子様が成長すればするごとに変わっていくというところで、

当然ではありますが、それぞれのお子さんのステージによってこの悩みは変わって

いくものというところでございます。  

  そして、お手元の資料29ページをご覧ください。  

  こちらは、お子さんご本人に聞いた現在の不安や悩みということでご覧いただけ

ればと思います。  

  こちらは、この中でヤングケアラーに関するところの少し記述があるんですけど

も、 29ページの表の下のほうから小学生本人については「お父さん、お母さんなど

の家族のめんどうを見なければならない」というところ。そして、また中学生本人、

高校生本人については「日常的にきょうだい・家族の介護、食事や洗濯など家事を

しなければならない」というところでの回答を細かく聞いているんですけども、非

常にちょっと数は少なくあるんですが、でも、しかし小学生本人においても、面倒

を見なければならないというのはゼロではないということ、また中学生や高校生に

至っては、その数が若干増えておりますので、この部分を今後福祉部等と協議しな

がら、しっかりヤングケアラーの支援ということでやっていく必要があるというふ

うに認識をしたところでございます。  

  続いて、31ページをご覧ください。  

  子育て支援サービスの認知度・利用状況・利用希望についてですが、区が行って

いる様々な事業についてのご説明をしつつ、利用の意向だとか「知っている」、「知

らない」、「無回答」ということを示しておりますけれども、無回答はちょっとさて

おき、知らないというのがやはりかなり多く占めているのは、令和 3年度に行った

生活実態調査においても変わらない部分ですので、この部分をいかにちょっとお示

ししていくかというところが大事なのかなと思っています。  

  そして、少し飛ばして35ページをご覧ください。  

  （ 9）番の子育て上で周囲の人や行政担当者などからほしいサポートを三つまで

選んでくださいということで、これは未就学児と小学生の保護者の方に聞いており

ますが、このような結果になっておりまして、一時的に子どもを遊ばせる場所とい

うことで親御さん、保護者の方のリフレッシュや買物などでというところの部分が

未就学児は半数以上超えているというところは区としても受け止めなければならな

いかなと思っております。  

  そして、40ページをご覧ください。  

  様々な子育て支援サービスについてというところですけども、この情報の入手に

ついては、区のホームページよりも区報「ぶんきょう」のほうがちょっと多くて認

知度も高いということで、ちょっとここは我々としては意外だなとは思っていると
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ころです。あと、これは未就学児と小学生ですので、子育て応援メールマガジンな

んかも一定、かなりの回数配信しているんですけども、そういった部分の入手方法

が思ったより低くなっているところで、この部分をちょっとどうやっていくかとい

うところですが、区報「ぶんきょう」で知っていただくのはいいことですが、細か

なことまではやはり載らない部分もございますので、そういったところをちょっと

しっかり丁寧にやっていくことがあるのかなと思ったところです。  

  54ページをご覧ください。  

  子育て環境や支援への満足度についてという部分ですけども、この部分をちょっ

と見てもらえば分かるのですが、「満足度 5」というのがいいということで、見てい

ただければ分かるんですけども、未就学児、小学生、中学生の保護者の方からの合

計としては、下の点線で囲まれている「満足度 4」の合計、 1と 2の合計というとこ

ろで、 4と 5の合計が半数を超えているところもあれば、小学生、中学生では半分以

下というところで、「満足度 3」も合わせると決して駄目ではないと思うんですが、

やはり一方で「満足度 3」という中間程度というところが小学生、中学生において

は多いというところもポイントとしては捉えなければならないかなと思っておりま

す。 

  もう一つありましたね。56ページをご覧ください。  

  子ども食堂の認知度と利用希望というところで、ここの部分については保護者の

方と子どもご本人にも聞いているんですけども、このような結果となっております。

知っているということだとか、利用したいというご意向がご本人に対してもかなり

多いというところが見られます。  

  57ページですね。次のページです。 

  最後に、ちょっとこれは前回の子どもの生活受給者様に聞いたんですが、親御さ

んで、児童扶養手当と就学援助もらっている区の事業の利用状況というところで、

児童扶養手当のところで、様々な区が行っている収入が高くない方向けの施策につ

いての意向がこういうふうに示されております。  

  最後の58ページに、学習費用の助成だとか学習支援、様々な所得が高くない方向

けのものもあり、子ども宅食もあるんですが、このような結果となっておりまして、

やはり「制度・取組を知らない」という方々が一部の制度においては依然残ってい

るということもございます。また、子ども食堂においては、利用したくないという

世帯がかなり多くなっているのは、やはり自分たちがそういうふうに思われるのが

嫌だというご意向もあるのかなというふうに我々の方ではちょっと考えているとこ

ろでございます。  

  少し長くなりましたが、かいつまんで概要版のご説明をいたしました。どうぞよ

ろしくお願いいたします。  

  以上です。 

遠藤会長：ありがとうございました。  

  子ども・子育て支援に関する実態調査の結果について、今説明していただいたわ

けでございます。来年度はこの調査結果を基に子育て支援事業のニーズ量を算出い

たしまして、新しい計画の策定を検討していくこととなります。  
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  調査結果の全体版としてまとめたものを 3月に作成するとご説明いただいたわけ

ですけれども、ただいまの概要版の内容につきまして、ご意見等ございましたら、

ぜひお出しいただければというふうに考えております。忌憚のないご意見を頂戴で

きれば幸いでございます。よろしくお願いいたします。  

  じゃあ、よろしくお願いいたします。  

水谷委員：公募委員の水谷です。お疲れさまです。 

  意見というよりは感想なんですけれども、53ページ、【「就学している」人】学校

に行きたくないと思ったことの有無を見ると、小学生も中学生も高校生も「よくあ

る」、「ときどきある」というのが意外に随分数字が多いなという感想を持ちました。

その一方で、相談できる窓口に対する認知度があんまり高くないということは、問

題があったとしても家庭の中とか、学校の中で閉じ籠ってしまうことがあるのかな

と。 

  ですから、この後もこういう相談窓口が公的にある、外側にあるというのを知ら

せていかなければいけないんだなというのを感想として持ちました。  

  以上、感想だけですけれども以上です。  

遠藤会長：何か、これに関してございますでしょうか。 

子育て支援課長：ありがとうございます。  

  おっしゃるとおり、このような形で悩みも不安も様々ある中で、ただ一方で、じ

ゃあ、それを行政に相談するかと言われるとそうじゃない部分もあり、結局お友達

だとか家族にというふうになってしまうという、そういった部分はあろうかと思い

ます。 

  一方で、そういった虐待の警戒があるだとかそういった方々については、もう救

いの手がなかなか差し伸べづらいというところもありますので、今後、児童相談所

もできますし、子どもの意見の表明という部分なんかも区では大事だと捉えており

ますので、そういった部分をしっかり鑑みながら、お子さんが何かあったときに区

が手を差し伸べられるような支援について、ちょっと今後積極的に展開してまいり

たいと考えてございます。  

遠藤会長：どうぞ、よろしくお願いいたします。  

教育センター所長：教育センターの所長の木口と申します。不登校対策をやっている

部門でございます。  

  関連で不登校に関連しましては、今年度新たにちょっとこれはお子様向けという

よりは保護者向けではあるんですけれども、いろんな相談ができる窓口を、私ども

の教育センターだけではなくて、関係機関を含めてまとめたリーフレットを作成し

て、小中学生の保護者、区立学校の保護者に配ったりですとか、その内容をホーム

ページに載せたりして、少しそういった相談窓口の周知には努めております。  

  あわせまして、今学校にはスクールカウンセラーなんかも配置しておりますので、

そういった相談しやすい体制づくりに引き続き取り組んでまいりたいと思っており

ます。 

遠藤会長：ありがとうございました。ほかにいかがでございましょうか。 

  よろしくお願いいたします。  
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岸委員：認可保育園父母の会連絡会の岸です。 

  2点お伺いしたいんですけど、私たち保育園の団体ということで、保育園の施策

に関して気になった点や 5年前から変わった点などがあったら教えていただきたい

というのが 1点と、あと 55ページの、ちょっと全部把握しきれていないので全体的

な話になっちゃうんですけど、満足度というのが我々も最近保育園の父母を対象に

アンケートを行ったんですけど、基本的に保育園に関しては満足している方が多く

て、この未就学児の満足度 4のところがたくさんいるというのはそんなものかなと

思っていたんですけど、どうして小学生や中学生になると満足度が下がってくるの

かということについて、どういった考察をされているのかということがありました

らお願いします。  

遠藤会長：よろしくお願いいたします。  

子ども施設担当課長：子ども施設担当課長の永尾と申します。 

  5年前から変わった保育に関する施策という部分では、やはり 5年前はまだ待機児

童の解消が一番大きな課題としてありましたが、待機児童自体は令和 5年 4月に 0人

になって、新規の保育園の開設も、計画上はない状況になっています。 

  一方、待機児童の解消とともに、保育の質の向上が大きなテーマになっておりま

すので、区では、巡回指導や指導検査に力を入れており、今後一層力を入れていか

なければならないところになります。  

  また、待機児童が解消されていく中で、保育園の空きが増えており、その空きを

どのように地域の社会資源として活用していくかという部分については、今年度、

国の未就園児の定期的な預かりのモデル事業を区で実施をしているところですが、

来年度も区の重点施策として、主に私立保育園の定員の空きや、私立幼稚園の空い

ている教室を活用し、就労の有無を問わずに週 1回又は2回程度の受入れを事業とし

て進めていくことが、 5年前から大きく変わっている部分になると考えております。  

遠藤会長：小学校、中学校の保護者のほうで満足度が低いということについてのちょ

っと分析について。 

子育て支援課長：私は小学校は所管外ではありますが、平成 30年に行ったときにも同

じ満足度の調査をしておりまして、その部分を見ますと、やはり就学前については

今回53.3％ですが、前回のときには 43.5％ということで、これは上がっているとい

うふうに見られます。小学生世代については 5年前には 41.5％でしたが、 38.5％と

いうところで少し若干減になっていると。中学生についても、 5年前については

45.3％が若干2％ほど減していると。 

  一方で、満足度 1と2の合計については、就学前、小学生、中学生ともに約 17％前

後の推移でしたが、全体的に小学生の 17.7％は逆に増えてはいるんですけど、未就

学者、中学生が減っているというところで、あんまり物すごく優位がある差にはち

ょっと見えないというところもございまして、この部分についてはちょっとどう考

えるかというのはなかなかこの場での即答は難しいんですけども、この結果とそれ

以外の様々なお子さんに対してやっている支援サービスについては、お子さんや保

護者の方に対してやっている支援サービスのクロス集計も含めた上で、区として今

後どうしていくかという部分は考えていかなきゃいけないのかなと思っております。  
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  クロス集計については現在行っておりますので、今後 3月までにあらかじめお示

しした上でという形になりますけども、そういったところで現状そういった認識で

ございます。 

  以上です。 

遠藤会長：ありがとうございます。  

岸委員：就学前の満足度が上がっているということなんですか。なんか電子化とかす

ごく進んできて、そういうところで満足度が上がっているのかなという気もしまし

た。 

  二つ目の点なんですけど、今おっしゃってくれたことはすごく分かったんですけ

ど、それはこの実態調査に表れている点があるかということが分かるとうれしいな

と思ったんですけど。  

子ども施設担当課長：子ども施設担当課長の永尾と申します。 

  この調査の数値だけだと、どこまで推測をしていいのかとなると思いますが、た

だ先ほど岸委員がおっしゃった満足度の部分で、小学校就学前の未就学のご家庭の

満足度が小学校世代以上の世帯に比べると高いということは、待機児童の解消は顕

著な部分になると思いますが、教育・保育の環境が 5年前よりも一定整ってきてい

ます。多様な子育て世帯のニーズに応えるための区の様々な補助メニューや支援策

も出てきておりますので、そういう部分がもしかしたら満足度につながっている可

能性もあると思ったりしております。  

岸委員：ありがとうございます。  

遠藤会長：ありがとうございます。  

  今後、多分クロス集計の結果が出てくることによって、さらにちょっとこの数値

の背景にある理由などが見えてくるかなというふうに思いますので、またそのとき

にご意見等をさらに頂戴できればというふうに考えるところでございます。  

  ほかにいかがでございましょうか。  

  鳩山委員、よろしくお願いいたします。 

鳩山委員：区民委員の鳩山です。ありがとうございました。 

  私はやってみたんですけど、たくさんの項目があるのに答えてくださった方、さ

らにこれを今、クロス集計、絶賛集計中とおっしゃっていましたけど、されている

方は本当に大変だなと思っております。 

  幾つか質問なんですが、すみません、まず 7ページのところを基になんですけれ

ども、3の上から 3行目から6行目まで、この3行、父親の就労状況についてはと、ご

めんなさい。内容よりももしかしたら書き方とか理解するときのための質問なんだ

と思うんですが、この 3行のところ。つまりタイトルの後に書いてあるんですが、

これはコメント、それとも考察、ただ事実を述べただけなのかというのが 1個質問

なんです。 

  次が、それぞれによって量がすごく違うんですが、これはスペースの関係、それ

とも内容なんでしょうかというのと、 3点目は、これは誰が書いているんでしょう

かと、どなたが担当のそれぞれの部署の方なんでしょうか。多分そうだなと思うん

ですが、そうすると四つ目は書くときのポイントは、どんなポイントでこのコメン
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トか考察か、なんていう言葉でトータルして行政の方のほうはしているのか分から

ないんですが、ここのところのコメントは誰か書いているのかな、書くときのポイ

ントはどうかなというのが質問です。  

  それから別件なんですが、すみません。 1ページに戻るんですが、回収結果の 5番

と 6番小学生本人と中学生本人の回答率が確かに 10年前とそんなに変わっていない

んですけど、それと比べて⑩と⑪のそこの本人と本人・・・のところですごくパー

セントが下がってきているんですが、ここの辺の下がっている何か理由というか、

どんなふうに考察しているのかなというのが聞きたいです。  

  以上です。 

遠藤会長：それでは、よろしくお願いいたします。  

子育て支援課長：子育て支援課長の篠原です。ありがとうございます。  

  7ページの部分ですけれども、今回は概要版ということで、データに対しての記

述にすぎないと思っています。実際、ですのでこのコメントについてはあるが事実

をここに述べているだけというのが実態です。 

  この部分については、これをどう考えるかなんですけども、スペースの問題とい

うよりは、事実の羅列にとどまっているというのがこの概要版の特徴になってしま

います。今後、それをどう分析するかという部分については、クロス集計を含めた

全体のときに、少し考察が出るのかなと思っております。  

  今回この調査に当たっては、外部のコンサル会社に調査を含めて委託をしており

まして、このコンサルの会社のほうが素案を出してきたものに対して区が修正を図

っているということです。今後、その事業者とも協議をしながら、この部分をどう

いった形に記述するのが適切かという部分については、意を用いてまいりたいとい

うところでございます。  

  また、 2点目の冒頭1ページの部分、就学援助の中学生、小学生ご本人に対する回

答率の低下ですけども、これもなかなか我々もちょっとなぜかというところになる

となかなか回答に難しい部分があるんですが、母数もそれほど就学援助の方々につ

いては増えていませんので、これをどう見るかというのは、ちょっとなかなかこの

場ではお答えしづらいのかなというのがちょっと正直なことになります。ご了承を

賜れればと思います。  

鳩山委員：ご回答ありがとうございました。後半の部分は分かりました。 

  前半の部分も事実を述べているだけということがよく分かりましたので、これか

ら考察っぽいのが載ってくるということですよね。  

子育て支援課長：この事実についてはこのままの記述をベースになりますが、今後ク

ロス集計を各所管課からこの部分とこの部分について特性を出してほしいといった

ときに、その部分については当然解析を含めた部分のコメントがここに掲載される

ということになります。  

鳩山委員：はい、分かりました。  

子育て支援課長：そのために必要なスペースはしっかり取りますので、あくまでスペ

ースの兼ね合いで何かを削るということは考えておりません。 
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鳩山委員：何で言っているかというと昨年、前回のも見せていただいて、本当にいろ

んな書き方があっているので、どういうふうにどうやって書いているのかなという

質問があったので、今後これが出来上がってくるときにと思ったのと、やはり考察

っぽい、・・・てる。述べられていることが事実だけじゃなくて、そこから考えら

れることを書いておくとするならば、やはり施策にすごく大きく、このことだから

施策はこうなっていくという関連があると思うので、すごくこのところは重要かな

と思っているので、お話させていただきました。  

  楽しみにしています。よろしくお願いします。 

子育て支援課長：あともう一つ補足させていただくと、今回 Nという母数に対しての

回答が、 N値がすごく少ないとなかなかパーセントも、例えば今回 7ページの父親

（2）番なんかは全体では千数百人と聞いていますが、 N値が11ですので、その中の

3人というふうになってしまうと大体約 30％以上となってしまうので、そういった、

回答数がもともと少ないという部分も、今回こういった記述になりがちなというと

ころの傾向なのかなというふうに思っております。  

  以上です。 

遠藤会長：ありがとうございました。それでは、ほかにいかがでしょうか。 

  佐藤委員よろしくお願いいたします。  

佐藤委員：私立幼稚園の佐藤でございます。アンケートの実施並びに集計、本当にご

苦労さまでございました。  

  12ページ、13ページを見ていて、ちょっと不思議だなと思ったところがあったの

でご質問いたします。  

  ここは未就園児の現在定期的に利用している教育・保育事業と、（ 2）が利用した

い定期的なということが書いてあるんですけれども、こちらで見ますと実際に利用

している (1)というのが、保育園が 74.8％で幼稚園が 21.8％であると。これが現実

今こういうふうに子どもたちが通っていますと。  

  それに対して、（ 2）番で利用したい定期的なというところを見てみますと、保育

園等が 52.5％で幼稚園が38.6％であると。ということは、現実今は保育園に行って

いる子が約3.5倍ぐらい、 3.5対 1ぐらいなんだけれども、それぞれの希望としては 5

対 3というか、そのようなふうに希望としては思っている。つまり、幼稚園に希望

しているんだけれども実際には通っていない人が多いよというような読み方ができ

ちゃうのかなと思うんですが、それはそのような読み取りでよろしいんでしょうか。  

遠藤会長：よろしくお願いいたします。  

幼児保育課長：すみません、幼児保育課長の奥田と申します。  

  恐らくそのような解釈がおおむね正しいかなと思っていまして、もちろん保育園

に通っているんだけれども、幼稚園の環境だったりが好ましいので入れたいんだけ

れども、例えばフルタイムで働かれている方が大体この今の調査票だと両親共働き

で休みに入られている方も含めて、 7割ぐらいの世帯が共働きフルタイムという状

況なので、恐らく、例えば夜19時とかまで預かり保育をやってくれていれば、そこ

の園に入れるのになとか、そういったところの考えがこのアンケート結果の中に含

まれているんではないかなというふうに考えております。  
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佐藤委員：ありがとうございます。 

  では、そのような読み取りでいいということであれば、今後の文京区の子ども・

子育て計画でもそういった方向もちょっとあり得るかもということですね。  

  あともう一点、すみません。先ほどのご質問のやり取りの中で保育園の空きが出

てきていると。それに対してどう活用していくかということを考えていくというこ

とでおっしゃっておりましたが、以前もちょっと申し上げたかと思うんですけれど

も、今の保育園さんの状況というのは本当に様々で、象徴的には園庭があるところ

ないところ。ちょっと聞いた話によると一日中ほとんど部屋の中にいて出ないとか、

そういうところもあるんですよというような話も聞く中で、それを例えばベテラン

の保育士さんが指導しに行くことで、その施設の改善がされるのかというとそれち

ょっとまだ難しそうな気もしたりしています。  

  なので、先ほどのお話ですと、今既存のものについてはいわゆる閉じるとか、そ

ういったことは考えていなくて活用していくんだということでしたけれども、子ど

もがいる環境の質ということを考えた場合には、以前にもお話ししましたが、緩め

た基準での部分というのを見直していくということをやっぱり考えてもいいのでは

ないかなというふうに思うんですが、そういう方向性はございますでしょうか。 

遠藤会長：よろしくお願いします。  

子ども施設担当課長：子ども施設担当課長の永尾と申します。 

  今年度の 4月も区内全体だと定員に対する空きは 1,000人以上ある状況で、ここ数

年そのような状況が続いております。ただ一方、待機児童の数値は、令和 3年 4月が

１人で、令和 4年 4月が２人、令和 5年 4月が0人で、 1,000人以上の空きがあって初め

て待機児童がゼロになるという状況となっていますので、園を減少させていくとい

うのは現状、難しいと思っています。 

  ただ一方、今委員からお話のありました物理的な保育環境は、確かにご指摘のと

おり、区の巡回指導で何か改善できるものではないと思っています。ただ、今の文

京区内の保育環境の中で、どのように保育を工夫していくかという部分では、区の

巡回指導の中でも助言をさせていただいたり、例えば区と包括協定を結んでいる和

敬塾の敷地内を遊び場や散歩で使えるように調整したり、第一中学校の校庭を近隣

園で使ったり、公有地を活用して整備した認可保育所で、近隣の保育園が園庭やプ

ールをシェアして使っていくと。現状の環境の中で、お子さんにとっての様々な活

動の幅が広がるように、区としては支援していくのが今の考え方でございます。  

佐藤委員：ありがとうございました。今後ともよろしくお願いいたします。  

遠藤会長：じゃあ、鳩山委員、よろしくお願いいたします。  

鳩山委員：すみません、今の委員の方にちょっと関係するような関係しないような、

関係するかなという感じなんですけど、この結果から保育園に行っているけど幼稚

園に行きたがっている人はいるということが予想されるということでしたけど、私

も数少ないんですが 1年間の中に3件ぐらい保育園から幼稚園に入ったという人を聞

いているんですけど、私は何が伝えたいかというと、まず、待機対策ゼロしたのは

とても数値的にも文京区としてはというので、本当に行政の方の努力だなと思いま

す。 
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  ただ、今度、園を潰すこと。自主的に閉鎖した園も幾つか出ていますけど、無理

だとしても人数の制限、なぜ幼稚園に来たかというと、小規模がたくさんできたん

ですが、3歳、4歳、 5歳もある保育園だと、具体的に言うと、「僕はいつも下の子の

面倒ばっかり見ているんだよ、保育園でちっちゃい子の面倒ばっかりいつも見てい

るんだ」と言うんです。すみません、公立ではないですよ。公立はちゃんと人数を

あれしているからなんですけど、そこでは年長さんが 2名、年中が 3名でなんか何人

という感じなので、やはりそんなふうに幼稚園とか幼児教育って同年齢の子どもた

ちが集まって集団の中で暮らすところというのも一つあるので、人的なものとかも、

すぐに人数の制限とかはできないと思うんですが、とにかく 3、 4、 5歳ぐらいの幼

稚園児、幼稚と言われる子どもたちってある程度の人数が必要なので、それが今た

くさんできた保育園さんの中で、そこら辺のぜひ 3、 4、 5歳ぐらい、特に 4歳、 5歳

の子どもたちの推移とかを見ていってほしいなと思っています。 

  以上です。すみません。  

遠藤会長：ご意見ありがとうございました。よろしくお願いします。  

子ども施設担当課長：子ども施設担当課長の永尾と申します。 

  今の鳩山委員のご質問に関して待機児童がかなり多かった時代は、保育園でも施

設の余裕がある場合に限ってですが、例えば 1歳児クラスが定員は 9人ですが、実際

には 11人受けられる施設の面積があるというケースは、定員を弾力的に増やして 11

人まで受け入れてきましたが、今は待機児童が解消されたということで、基本的に

はそのように弾力的に定員を増やすことはやめる方向で、区としては今進めている

ところになります。  

  また、今後の保育需要の変化を見ながら、事業者がどのような形で保育園運営を

していくかを区もきちんと把握をした上で、保育施策を進めていく必要があると考

えております。 

遠藤会長：じゃあ、よろしくお願いいたします。 

幼児保育課長：ちょっと先ほどの保育園に通っている子が多いけれども幼稚園にまた

通いたいという子が多いというアンケート結果の補足なんですけども、現時点で幼

稚園は園庭が広いのでそこに入りたいんだけどなかなか預かり保育がというところ

の側面もあれば、今 2歳児だけれども、3歳児になったら幼稚園を利用したいという

方のアンケートの回答ももちろん含まれていると思いますので、そこがどっちが多

いかというのはちょっと難しいんですけれども、もう一つの側面もあるというとこ

ろだけ補足させていただきます。  

遠藤会長：ありがとうございました。  

佐藤委員：ぜひ、その辺りをどの年代の子がというところを出していただけると、幼

稚園を運営している者としては、非常に今後のことを考える具体的な資料になりま

すので期待しております。  

遠藤会長：ほかにいかがでございましょうか。じゃあ、よろしくお願いいたします。  

高櫻委員：青山学院大学の高櫻です。アンケートの集計とご説明をいただきましてあ

りがとうございます。 

  1点質問をさせてください。  
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  19ページのところで、普段過ごす場所ということで、小学生本人と中学生本人と

高校生世代本人の回答を載せていただいているんですが、この質問は就学援助受給

世帯の小学生と中学生には聞いていない項目になりますか。  

子育て支援課長：委員がおっしゃるとおり、そのとおりです。そういった質問を聞い

ているところとそうでない部分は、四角囲みのところでというふうにお考えいただ

ければと思います。 

高櫻委員：分かりました。普段過ごす場所で、放課後に学習塾とか習い事が小学生以

上になると増えるというのは一般的な傾向であり得ることだと思うんですね。  

  その一方で、39ページのところで、家庭において経済的にないものというところ

で、結果にも書かれていますが、児童扶養手当受給保護者と就学援助受給世帯保護

者で、学習塾が入ってきています。 6割ぐらいの子が放課後塾に行けるんだけれど

も、家庭状況が厳しい家庭の保護者ではここができていないというところが今後の

政策を考える上で重要だと思い、質問項目がどうだったのかと合わせて質問させて

いただいた次第です。  

子育て支援課長：今回、この部分をどこまでお子さんに聞くかというところなんです

けども、この部分はいろいろ我々の中でもいろいろ議論があった中で、今回ちょっ

と・・・形を取ってしまったんですけど、次どうするというのはまた考えなければ

ならないんですけども、なるべくちょっとお子さんご本人たちの質問項目をちょっ

と減らして、負担をかけないというところの中でのこういった形に今回なってしま

ったというところですが、またちょっと次に今回の結果をまたちょっと踏まえた上

で、次の機会があるときにどういうふうな形にしていくかという部分は、ちょっと

検討した上で考えて、また委員の皆様にお諮りしながら進めていきたいというふう

に思います。ありがとうございます。  

遠藤会長：よろしくお願いいたします。  

生活福祉課長：生活福祉課長の渡部と申します。よろしくお願いします。ご質問あり

がとうございます。 

  生活困窮者のお子様に対する施策のところですけれども、現在、文京区のほうで

は児童扶養手当ですとか、あるいは就学援助を受けていらっしゃる方については、

区のほうで業者の方に委託をして、無料で放課後に塾という形で勉強を教えるとい

うことで、小学 4年生から中学生と、あと高校生世代というところで募集をかけて

希望する方には無料で受けていただくということと、あと生活困窮者ということも

ありますので、お子さんの学習状況から見て何か必要な支援があればそれにつなげ

ていくということも行っております。なお、こういった方々ですので、場所ですと

かそういったことはいわゆる秘匿という形でやらせていただいている事業があると

いうことをお伝えしたいと思います。 

  今後、またそれをさらに充実していきたいというふうに考えてございますので、

よろしくお願いいたします。  

高櫻委員：ありがとうございます。  
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  放課後どこで過ごすかというのは、子どもたちの成長にとってはすごく大事なこ

とで、その中で、習い事とか塾にいけない家庭があるという現実は受け止めていく

ということが大事と思いますので、ぜひ今後ともよろしくお願いいたします。  

遠藤会長：ありがとうございました。  

  それでは、よろしくお願いいたします。  

髙橋（誉）委員：区連協の髙橋ですが、この今日配られている冊子の 17ページのとこ

ろの、今の高櫻委員のところと同じなんですが、放課後の過ごし方についてという

その質問紙に対して、やはり一番当たり前なんですけど多いのは習い事系のものと、

あとは自宅というキーワードと、当然入っている方は育成室も含むところとか、放

課後向けの事業という形では出ているんですけども、あとはサマリーには出ていな

いんですけど、今日閲覧させていただいているこちらの冊子の73ページを拝見する

と、例えば育成室、民間の学童保育を利用しない理由と利用したい理由という記載

があるんですけど、これはある意味、育成室について問いをしているので、至極当

たり前の多分回答が返ってきていると思うんですね。希望しない理由は現在就労し

ないからというのがほとんどでしょうし、希望する場合はその逆というのは当たり

前だと思うんですけど、何をご質問というか、申し上げたいかというと、つまり育

成室もしくは自宅、特に高学年になれば習い事も含めて、先ほどおっしゃったよう

に、何かしらの理由で習い事になかなか通わせにくい、かつ、保護者の方が就労さ

れているといったときに、子どもの居場所が必然的に特に高学年になれば自宅にな

ってしまうと。この自宅というのはそれは自宅は自宅なんですけど、子どもがそこ

で実質行くところがないので放置というか、何もないままとにかく家にいてよとい

うような環境が出来上がってしまっていることに関しての、区としてできることで

きないこと、限界はあると思うんですけど、その辺りの何かちょっとルールの中で

はエアポケットに落ちてしまうような、そういったような子どもの子育ての環境に

ついて、何かお考えがもしあればお聞かせいただけたらなというふうに思います。

抜本的な解決策はそんなにないのかもしれないんですが。 

遠藤会長：いかがでしょうか、どちらか。よろしくお願いいたします。  

児童青少年課長：児童青少年課長、鈴木と申します。ご質問ありがとうございます。 

  まず、児童青少年課の範囲で申し上げますと、もちろん児童館につきましては小

学校 6年生、それから中学校、高校生まで活動ができる場所になっています。それ

から放課後全児童向け事業ですね。そのまま学校にとどまって、学校の中で学習な

り運動をするスペースというのも設けております。こちらにつきましても、年々利

用も増えておりますので、学校の中で活動できる場所を増やすですとか、あとは活

動できる時間、今のところ放課後から 6時までですけれども、そこを順次 6時半まで

今延長しているところでございます。  

  そういったところで、放課後の小学生の高学年も含めて、過ごし方の場所の拡充、

それから質の確保についても今増やしているところでございます。  

髙橋（誉）委員：ありがとうございます。 

  子どもなので年代が重なっていくと、先ほどの保育園の問題と同じように、小学

生の数がどうなっていくか。逆に、よほどのことがないと増えることはあまりない
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と思うんで、減ってきたときに、例えば育成室であれば育成室という場所の価値の

在り方とか、それをどうきちんとアップデートしていくかという部分と、今おっし

ゃっていただいたようにほかの施設の利用の部分というところを何かうまく組み合

わせて、子どもが元気にいろんな形で子育てで過ごせるような環境づくりというの

を、今とあとは数年後を見据えて考えながら、我々も一緒に参画しなきゃいけない

んでしょうけど、やっていけたらなと思います。ありがとうございます。  

遠藤会長：ありがとうございました。  

  ほかにオンラインのご参加の委員も含めまして。  

  じゃあ、こちらで、まず河合委員よろしくお願いいたします。  

河合委員：公募区民の河合でございます。感想が一つと、提案というかが一つと、あ

と質問が2件ほどございます。  

  まず感想なんですけども、 20ページ目の回答ですとか、 52ページ目、53ページ目

の回答から何となく読み解けるのがさすが文京区だなというか、皆さんお勉強をよ

くされるというところがすごく多くて、習い事も支援されているということは知れ

るんですが、逆に言うと、運動についてと体力・健康面が若干気になる数字が出て

いるように思いました。  

  51ページ目の運動のここ集計ぶりだと思うんですけど、個人的な感想として小学

生で月に一、二回程度で運動しているほうに集計されているのはいかがなものかと

ちょっと思ってしまって、（ 2）番ですね。ほぼ毎日から月 1回までの方を全員運動

している組にまとめて考察されていたりするので、ここはちょっと少し考え直して

いただけるといいのかなということと、あわせて53ページ目にある学校に行きたく

ないと思った理由についても、一番上にこれは私のほうの提案もあって、眠いとか

睡眠不足ということ、勉強し過ぎて眠くなっちゃっている子どもがちょっと散見さ

れるという話があったのをちょっと酌んでいただいたのかなというふうにも思った

んですけれども、結果的に眠いなども含めて体の具合がよくないことを起因として、

学校にあまり行きたくないという子どもが 3割近くいるという状況を見据えていた

だいて、できればよく学びよく遊びもする。運動もある程度して、体力づくりをし

ていただけるような場所があるといいのかなというふうに思ったのが感想です。  

  実際にお子さんからも欲しい施設で、差し替えの 21ページ目にスポーツができる

運動場とか体育館もやっぱり欲しいよねというのも同じ、そうですね。 45％少なく

とも小学生の方から半数近く要望がありますので、居場所としても自宅じゃなかっ

たら近くのところでちょっと外に行って外で遊べるというような、安心して遊べる

といったような環境があると、これらのことの解決に少しずつつながっていくのか

なというふうに思いました。これが 1点目の感想です。  

  2点目は、 31ページ目と 56ページ目の比較なんですけど、 31ページ目は認知度と

利用状況と利用希望というふうな形で集計を取られています。他方で、56ページ目

では、子ども食堂なんですけども、これは認知度と利用希望が一緒くたになってい

て、ちょっと違和感があったのが 3番目と 4番目の知っていたけど利用の予定はない

という方と、知らなかったけど利用したいという方の順番がどっちを視点にするか

で逆になってもおかしくはないと思いまして、なんでだろうなと思ったら、これは
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認知度をメインとして上から数えているんだろうなと。でも利用希望でいけば、こ

の二つの項目がひっくり返っても全然オーケーだと思うので、考え方としては先ほ

どの 31ページ目のような、希望の部分と認知度の部分が別で分かるようなまとめ方

を、そこを合わせてやっていただくと読みやすくなるように思いました。これが提

案の部分です。 

  質問なんですけれども、私は IT系の専門ではあるのですが、個人的には常に多様

性という話をさせていただいておりました。こちらの調査で、郵送で回答された方

っていらしたんでしょうかというのが質問の一つ目になります。  

遠藤会長：じゃあ、まずそちらについて、お願いいたします。 

子育て支援課長：まず、ご意見いただきありがとうございます。  

  最初の感想の部分ですけれども、考察の部分の記述についてはちょっとどうするかと

いうのは、今後いただいたご意見を踏まえて、ちょっと書換えが必要であれば書き換え

る方向で考えたいと思います。  

  また、グラフの見方についても、委員おっしゃるとおり、どちらを主軸に置くかで、

この順番は変わってくると思いますので、この部分もデータの修正も含めてちょっと検

討したいと思います。  

  また、郵送については数件、 10件を切るぐらいのご回答をいただきました。中には外

国の方でこういったものが届いたんだけれども、ちょっと分からなくてという方につい

ては、区の職員が翻訳ソフトを使いながら質問したことに答えるという形で対応したケ

ースもありまして、そういった方はやっぱり数件ございました。郵送に関しては、先ほ

ど申し上げたとおり、数件、 10件以下のレベルでということになります。  

  以上です。  

河合委員：ありがとうございます。  

遠藤会長：もう一つですよね、ご質問、お願いします。  

河合委員：ありがとうございます。  

  先ほど区民委員の鳩山委員のほうからもお話あったと思うんですけれども、就学援助

の方の数字が少ない、回答数が少ない原因の一つに、もしかすると、そういった環境の

利用の差異があるのかどうか、これはまあ私の勝手な推察なんですけれども、あるかも

しれず、いずれにせよ、その数件の回答ということで承りました。  

  最後の質問は、このようなよい調査をしていただいていると思いますけれども、クロ

ス集計等で、今、データサイエンスという学問が世の中にあって、こういったオリジナ

ルの数字といったもの、帳票といったものを非常に研究をされる方、社会学とかにとっ

て貴重な材料となるということもあり得ると思うのですが、そういった形で学術目的、

その他の社会学調査の目的等でこちらの調査報告の結果をオリジナルのデータで開示さ

れたりされるご予定はあるんでしょうかという質問で締めくくりたいと思います。  

子育て支援課長：我々、あとは令和 3年度に行った調査では基礎データまで我々、確認し

た上でやっている部分もあるんですけれども、これは公開していないです。今回の分

についてはちょっとどうするかという部分ですが、メールで回答されているというも

のもあるので、ちょっとこの扱いをどうするかというのはあるんですけど、ここは検

討したいと思います。ただ、この場でちょっとなかなか回答は難しいですが、基礎デ
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ータは原則公開しないですが、その部分を何かということであれば、そのときに応じ

でちょっと考えたいというところでございます。  

河合委員：ありがとうございました。  

  研究目的でいろいろな留保条件をつけてご提供いただくなどの何らかの形でよりこの

データを生かせるようにされていただくことを希望しておしまいにしたいと思います。 

遠藤会長：ありがとうございました。ほかにいかがでございましょうか。  

  もし、オンラインのほうで。それでは古城委員、よろしくお願いいたします。  

古城委員：一般委員の古城と申します。よろしくお願いします。私は一つ、意見がござ

います。  

  40ページの子育て支援サービスが区報で主に見られていると。区役所としては、役所

としては、いろんな方法で情報発信しているけど、区報がメインだということについて、

意見です。赤ちゃんが生まれたとき、 1か月目ぐらいに自宅に保育士さんが来てくれる

サービスがあると思うんですけれども、そのときに今、私、 LINEとかで子育て情報を入

手しているんですけれども、そのLINEの、いわゆるQRコードとかを書いた紙を渡したら

いいんじゃないかと思いました。なぜなら、母子手帳をもらったときにいろいろ情報を

もらったんですけど、母子手帳をもらったときはまだ働いていたりとかして、いただい

た紙の書類を読む時間がなかったです。出産して 1か月目ぐらいに保育士さんに、本郷

保健センターの方にうちに来ていただいたときは、子どもが新生児で忙しいというのは

あるんですけれども、授乳のときとかに結構時間がありまして、紙を見たり書類を見た

りする時間がありました。それなので、自宅訪問に行ったときに、またこういう情報が

ありますよというのを QRコードとかで提示すると情報を得やすいのかなと思いました。  

  以上です。  

遠藤会長：よろしくお願いいたします。  

保健サービスセンター所長：保健サービスセンター所長、大塚でございます。ご意見あ

りがとうございます。  

  自宅のほうにいる全数訪問の部分に関しましては、現状やっているとともに、今、

我々としては、ネウボラ面談という形で妊娠の段階で保健サービスセンターのほうに来

て、面談をさせていただいているところです。その際にご説明とともに、子育てハンド

ブックというのを同時に配布させていただいていまして、その中にもう既に QRコードが

入っているところがございますので、実際に訪問したときに恐らく子育てハンドブック

を見ながらご説明をさせていただいているところでありますので、そういった意味では

もう既に案内のほうはさせていただいているところでございます。  

遠藤会長：ありがとうございます。  

古城委員：分かりました。それがもっとみんなに伝わって、みんなが LINEとかでやれる

と、本当に LINEで通知がプッシュで来るようになって、私も区報と LINEと両方使って

いるんですけど、非常に有用だなと思っているので、ぜひ新しいお母さんたちに情報

が届くように、また区のほうで頑張っていただければと思います。  

  以上です。ありがとうございます。  

遠藤会長：ありがとうございました。  

  ほかにご意見等、ご質問等ございませんでしょうか。  



19 

  それでは、じゃあ、まずオンラインでご参加の髙橋先生、よろしくお願いいたします。 

髙橋（貴）副会長：白百合女子大の髙橋です。私からは 1点だけです。  

  認定こども園に関して、今回の取りまとめで文章を書かなきゃいけないと思うんです

が、どういう文脈でその認定こども園を位置づけていくのかという、その方向性につい

てちょっとお伺いしたいんですね。  

  先ほど幼稚園、保育園の話が出ていたと思うんですけど、あのグラフを見ても、文京

区はやっぱり 23区の中でも認定こども園が少ないと思うんです。それでお茶大保育所型

で、それから公立幼稚園の認定こども園化を幼稚園型でということで、国のほうではや

っぱりスタンダードは幼保連携型として考えているという流れがある中で、その幼稚園

型と保育所型というところでやっていくという、ある程度そういう形の文章を作らざる

を得なくなってくると思うんですが、利用希望者数もさほど伸びていない。  

  この辺り、公立幼稚園を認定こども園化するという、ある意味前のめりの姿勢が一方

で見られる中で、この結果をどういうふうに組み合わせて文書を構成されていくご予定

なのか、この点だけちょっと教えてください。  

遠藤会長：どなたか。よろしくお願いいたします。  

学務課長：学務課長の中川でございます。 

  教育委員会としての視点がメインになってしまうんですが、区立幼稚園の認定こども

園化ということで、こちらについては、今、前のめりというようなご意見をいただいた

ところでもあるんですけれども、認定こども園の必要性については、保護者の就労等に

関わりなく、幼児教育を一体的に受ける施設ということで、あわせて文京区の場合、区

立幼稚園の歴史もあるので、そういったところも含めた上で区立の認定こども園化を、

学校の改築等がある場合に進めているところであります。  

  ただ、その認定こども園化というところについても、定員であったり、どういったお

子さんたちをお預かりしていくかというのは、それぞれの施設ができるときの社会環境

によっても大きく変わってくるところもあると思っております。  

  なので、認定こども園というものをこの形で固めるというような形で今後やっていく

というよりは、その時々の社会状況を踏まえながら、より適切な施設になっていければ

いいということで進めているところでございます。  

髙橋（貴）副会長：ありがとうございました。  

  これはやっぱり地域の特性との絡みがすごく大きいと思うので、・・・そっちのほう

に行けばもう認可こども園ばかりですから、そういう意味で言うと、やっぱり文京区の

特性というところをしっかり示された上で丁寧に作文されると違和感なく受け止められ

ると思うんですね。私は別に文京区に認定こども園を増やせと言っていることではなく

て、認定こども園というものの捉え方を、周りはどんどん増えているので、だけど、文

京区はこういう特性があるからこういう考え方ですよというのを丁寧に書かれるといい

んじゃないかなというふうに、これはちょっと個人的な意見になります。  

  以上です。ありがとうございました。  

遠藤会長：篠原課長、よろしくお願いします。 

子育て支援課長：まず、 1点だけ補足なんですけれども、今回、あくまで調査項目に対す

る結果報告ですので、その項目の方向性については来年度に予定しております子ど
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も・子育て支援計画の中でどううたっていくかというのは、基礎データにした上でち

ょっと参考にさせていただきたいと思っておりますので、この調査報告の中で特段、

その記述については今のところ予定していないということになります。よろしくお願

いいたします。  

髙橋（貴）副会長：すみません、私の言葉が足りませんでした。  

  どんな作文をというのは、今おっしゃった部分のお話でイメージしていました。すみ

ません。ありがとうございます。  

遠藤会長：ありがとうございました。  

  ほかにオンラインでご参加の方からなければ、じゃあ、鳩山委員、よろしくお願いい

たします。  

鳩山委員：今、答えてくださったので、ですよねという感じだけど、この調査報告と認

定こども園との関係はあるのかなというのがあったんですけど、それは別ですよねと

いうのが分かりました。 

  もう一つは、今のさっきの「区報が一番」というところなんですが、「区報が一番」

というのは当然だろうなと思っているんですが、区報を何百印刷しているかちょっと分

からないんですが、私、シルバー人材センターで区報配りをやっていたんですね。だか

ら、町会で配っているのと、町会で配り切れないものはシルバー人材センターに来ての

お仕事の中に入っていて、だから全家庭に企業に入れなくてもいいんですけど、全家庭

にというので、もう月に2回、ポストに入れていくわけですね。  

  だから、要る要らないにかかわらず、ポストに入れていくので、見たい人は見るだろ

うなと。あと、ほかのは幾つかもあるんですけど、自分から欲してというか、必要に迫

られて見に行かなくちゃいけないので、こういう結果が出たんだろうなという感じがし

ます。 

  だから、私も最初の頃、今も見ていますけど区報をよく見ていました。だから区報も

結構紙媒体でも今でもまだまだ力はあるよということは伝えたかったです。  

  すみません、以上です。 

遠藤会長：ありがとうございました。  

  まだまだご意見尽きないところだとは思いますけれども、時間の関係もございますの

で、それでは、報告、私立幼稚園の新制度への移行についてに移ってまいりたいと思い

ます。 

  資料第 2号をお手元にご準備ください。資料の説明を奥田幼児保育課長よりお願いい

たします。 

幼児保育課長：幼児保育課長の奥田と申します。  

  続きましては、資料第 2号につきまして、私立幼稚園の特定教育・保育施設への移行

について説明いたします。  

  このたび、小石川四丁目にございます私立の明照幼稚園から子ども・子育て支援新

制度に移行したい旨の申請がございました。子ども・子育て支援新制度への移行に際

しては、子ども・子育て支援法第 31条第2項の規定に基づきまして、施設の利用定員に

つきまして、市町村などが設置する審議会、その他の合議制の機関、文京区において
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はこの子ども・子育て会議となりますが、その審議会の意見を聴くことになっている

ことから、本日、議題として上げさせていただいたものでございます。  

  資料の 1番、概要の施設名は、明照幼稚園、設置者や施設類型等については記載のと

おりでございます。開所時間は平日 9時から14時まで、預かり保育は 18時までとなりま

す。 

  2番の移行予定時期は、令和 6年4月1日を予定しておりまして、 3番、利用定員は、満3

歳児12人、3歳児23人、4歳児35人、5歳児35人の合計105人を予定しております。  

  新制度移行に伴いまして、施設の運営に係る給付が国が定める基準により算定された

額、いわゆる公定価格に基づき行われることになりますが、施設の運営は、これまでと

大きな変更はございません。参考として、下に表がございますけれども、収容定員及び

直近3年間の入園状況は記載のとおりとなっております。  

  表の表示で3歳児と4歳児の間の罫線がちょっと抜けてしまっておりますけれども、ホ

ームページに後日掲載する資料などでは修正を加えますので、まず一つ、ご了承くださ

い。 

  説明は以上となります。  

遠藤会長：ありがとうございました。  

  ただいま私立幼稚園の新制度への移行について、説明していただいたわけでございま

すが、何かこの件につきまして、ご質問等ございましたらお願いいたします。よろしく

お願いいたします。  

河合委員：公募区民の河合でございます。  

  こちらの資料は事前にご配付いただいているので目を通したのですが、若干これをい

ただいて、どのような観点でどういうご意見を申し上げればいいのか分からなかったん

ですよね。  

  例えば、明照学園というところの運営がこれこれこういう形で活動しても特に問題な

いものと考えていらっしゃるのかとか、過去にどうとか、そういった説明とかがなけれ

ば、特に物を申し上げることができないんじゃないかとちょっと思ってしまったのです

が、皆さんいかがでしょうか。  

  何か追加の情報がございましたら、お伝えいただければと思いました。 

遠藤会長：まず、そちら、よろしくお願いします。  

幼児保育課長：法律の立てつけ上、この子ども・子育て会議の意見を聴くというような

形でございますので、報告を申し上げるものでございまして、区のほうで、当然、そ

の前に明照幼稚園側とは協議を重ねてまいりまして、この施設においてこれぐらいの

定員で差し支えないかというのは、当然こちらのほうでも審査して特に問題ないとい

うふうに考えているところでございます。  

遠藤会長：ありがとうございます。  

  それでは鳩山委員、よろしくお願いいたします。  

鳩山委員：私も質問というか私も何十年か、幼児教育に携わっていたんですが、もう一

度、特定教育・保育施設としての確認を受けたいという、これはすみません、勉強不

足で聞いたことがないんですが、今のご説明だと、園の運営自体は変わらない。補助

金は変わるんですか。それと、人数は入園状況は変わっているんですよ。この人数は
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募集人数と同じなんですか。何が変わっていない部分があるのか、何が変わったのか

なというところをもう一度ご説明いただけたらと思います。  

遠藤会長：よろしくお願いいたします。  

幼児保育課長：過去に 2園、新制度に移行した園がございましたので、ちょっと資料がそ

れにちょっとならった作りなので、多少不親切な点があったことは、まずおわび申し

上げます。 

  まず、子ども・子育て支援新制度になることによって、基本的な園の運営自体、例え

ば変わるわけではないんですけれども、子ども・子育て支援新制度というのは平成 27年

4月に開始した制度でございまして、新制度に移行していない、例えば今年度で言うこ

の明照幼稚園に関しましては、利用者の負担額などによって、要は月々払う学費という

か、月謝というか、そういった利用者の負担額などによって運営を行いまして、登園さ

れているご家族、保護者の方、利用者に対しては後日、区がその利用料を補助するよう

な形で、実質無償化を行っているところです。先にお支払いして、その後に区から利用

料をもらうので、無償化は無償化になっていると。今回、この新制度に移行することで

直接国や都、あと区から明照幼稚園に対して施設の運営費である、専門的な言葉を使う

と、施設型給付費というもの、要は運営費を支給することで、原則国や都や区からただ

その施設の給付費で運営してくださいねと。 

  なので、利用者の方からはその毎月払っていた学費、月謝というか、利用料は取らな

いでくださいねというような形で運営していくというような形になりますので、例えば

利用者の方から先に払って後からもらうと、最初から無料という、そこの違いはあるん

ですけれども、基本的な運営に関しては違いはないというところです。  

  ただ、利用者が少なくなると、今まで毎月の利用料で園の運営を行っていたので、利

用者がどんどん減ってしまっても、幼稚園の先生方の人数というのは基本的には変わら

ないので、その運営費をどうやって賄うんですかとなってくると、なかなか厳しい経営

状況になってきてしまうと。  

  そういったところで、そもそもこの 27年 4月に導入した子育て支援新制度に移行され

る園もあれば、そのまま自主的に運営される園もあって、このたび明照幼稚園の場合は

新制度に今回移行しますというような形になったものです。  

  ここの 3番の利用定員というものを定めることが、この子ども・子育て支援新制度に

移行する条件ではありますので、今回、この利用定員をお示しさせていただいたところ

です。実態としては、その下の参考の収容定員以下の人数で通われていたので、大体半

分ぐらいの定員になるというようなイメージで見ていただければなというふうに思いま

す。 

鳩山委員：ご説明ありがとうございました。少し分かった気がします。よく分からない

部分もありますが、時間の関係もあるので。  

  つまり、ここの園では3歳児がすごく減るというということですよね。この園では 3歳

児をたくさんでもないけど、結構たくさん採っているというので。私もこの地域のこの

園の近くの子育て拠点事業室のスタッフなので、ここの園からもたくさん利用者の方が

来ているのでお話を伺います。だから、この 23名、この定員を守っていくということで

すか。 
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  それと、私もこれ、全然知らなくて。あくまで私立幼稚園の中で何園ぐらい、文京区

の私立幼稚園でこの移行措置を受けているんですかということが二つの質問です。  

  以上です。  

遠藤会長：佐藤委員のほうから何か補足していただけますか。  

佐藤委員：恐れ入ります。  

  実態の話をして大変申し訳ないのですが、ご覧のとおりで、令和 3年度には141人いた

園児が令和5年度に98人という、3分の2。そして、令和6年度に向けては、さらに減ると

いう。園児募集は一応終わっておりますので、減りまして 80人台が見えております。  

  今、それこそ、区のホームページを見ていただくと、文京区私立幼稚園ほぼ全てのと

ころで追加募集を行っているという状況です。先ほど保育園でも空きが 1,000ぐらいと

おっしゃっておりましたけれども、私立幼稚園のほうはそれこそ預り保育が短いところ

もあって、かなり劇的な下がり方をしております。  

  じゃあ、例えば先生 3人さよならしましょうと、そういったものでもない。そうした

ときに今ありますのは、私学助成、私立学校助成法という法律での補助金の仕組みにな

っているんですけれども、そういった場合には先生が何人いるかによる補助金というよ

りも、要するに園児が何人、どれだけ入ってというようなことが非常にダイレクトに響

きやすいです。それに対してこの特定教育・保育施設という、いわゆる新制度に行くこ

とによって、簡単に言うと、経営は安定しやすいというふうになっておるのと、あとは

先ほどの話でもありましたように、小規模になっていっても、教育活動を継続しやすい

というふうなことがございます。  

  利用定員と収容定員と二つの定員があるねという話もあって、そこも話すと複雑には

なるんですけれども、実際利用定員というのは地域の実情に合わせて幼稚園のほうで設

定をいたしましてこのぐらいの規模でやっていこうと考えておりますというようなこと

なんです。  

  そして、来年度明照幼稚園については、 3歳児は 23人もおりません。本当に減り方が。

もしかして何か悪いことをしたのかと思うぐらいにちょっと自虐的な話さえ出てしまう

んですけれども、そういうつもりは私としてはないのですが、そういう状況です。あと、

この預かり保育に関しても、令和 6年度は午後6時までということにしておりますが、こ

れは実は令和4年度までは4時まで、令和5年度は5時までとして延ばしている状況です。

そういうふうな形でしてはいるんだけれども、結果として入園にはあまり結びついて、

今のところはいないかと。ごめんなさいね、本当に個別の話をして申し訳ないんですが、

私立幼稚園の一つの現状が今、ここに出ているということです。  

遠藤会長：ご説明ありがとうございました。  

  区のほうから何か補足はございますでしょうか。  

幼児保育課長：今回、明照幼稚園が新制度に移行するのが 3年目と申し上げたんですけれ

ども、もともと既に聖園幼稚園と弓町本郷幼稚園、この 2園は申請済になっているとこ

ろでございます。 

  経営が安定するのであれば、すぐにでも全園するべきなのではないかという疑問も生

じるかなと思うんですけれども、どうしても施設の要件というのもあったりとか、あと

子ども・子育て支援新制度になると、応諾義務というのが生じまして、基本的には申し
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込まれた方は空きがあれば受け入れるという、いわゆる保育園と同じような考え方にな

ると。その他のその幼稚園の教育の考え方と合わないご家庭の方が預かってほしいから

と言って申し込んできても、それは入園を基本的には拒めないというところもあるので、

必ずしも新制度に移行するメリットとデメリットというのを比較してメリットのほうが

高ければ移行しますしというところがあります。当然、その自主的な経営で継続すると

いうのも当然ありますので、そういったところはあるというところです。  

  補足いたしますと、先ほどの資料第1号で言うと、8ページのところで、フルタイムで

働かれている方というのは、すみません、先ほどちょっと明確な数字でお答えできなか

ったんですけれども、これは母親のほうの就労状況を見ていただくと、未就学児で言う

と、フルタイムで育休中ではない方と育休中の方を足すと、平成 30年度のときは 41.1ポ

イントと 15.3ポイントを足して 56.4％が共働きだったんですけど、この 5年を経過した

ら68.6％になっているということで大体 55％から7割弱ぐらいまで増えているというと

ころを考えると、やはり預かり保育、例えば朝、保育園であれば、 7時15分、7時過ぎか

ら19時過ぎまで預けることができるんですけれども、幼稚園も、例えばそれに倣うこと

ができれば、一部入園者数も当然増えていくんではないかなというふうに考えておりま

す。 

  当然、幼稚園も非常に園庭が広かったりとか、非常にいい環境のところも多いので、

そういったところはやはり質の向上という観点から我々としても支援することで児童が

増えるような対策というのもしつつ、考えていかなければいけないかなというふうに考

えております。  

遠藤会長：ありがとうございました。  

鳩山委員：今の件、ありがとうございました。 

  この園では預かり保育を始めるということですけれども、この人数とかは区立幼稚園

と同じ、預かり保育の人数の基準とかはあるんですか。  

  以上で質問をおしまいにします。 

幼児保育課長：もともと新たに始めるというわけではなくて、 17時までやっていたのを

今回、改めて 18時にするというところです。預かり保育の定員に関しては、このうち

の一部というような形になります。全員例えば 105人入ったら、 105人全員預かり保育

をするというわけではなく、そこの預かり保育の定員もあるんですけど、ちょっと今、

すぐ数字が出てこないので、すみません。  

鳩山委員：分かりました。区立幼稚園は人数が決まっていますよね、それに準じるのか。

園独自で、私学さんだから私学さんなりの考えで行くのかとかで質問しました。  

佐藤委員：私学なりで決めております。  

  ただ、これは実際に人が手当できるのかとか、それだけ申込みがあるのかにもちろん

よるわけでございます。 

遠藤会長：詳細にご説明いただきまして、ありがとうございました。  

  ほかに何かございますでしょうか。  

  よろしいでしょうか。  

  それでは皆様、会議の進行にご協力いただきまして誠にありがとうございました。議

事が全て終了いたしました。  
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  冒頭にご案内させていただきましたとおり、本日が最後の会議となります。任期の途

中からご出席された委員の方もいらっしゃるかと思いますけれども、 2年間、本当にあ

りがとうございました。本日、ご出席されている皆様からこれまでこの会議にご出席さ

れてのご感想をお一人ずつ一言ずついただきたいと思います。会場にお越しの委員から

順番にお名前を呼ばせていただきますので、着席したままで結構ですので、ご発言よろ

しくお願いします。  

  それでは、水谷委員からよろしくお願いいたします。  

水谷委員：公募の水谷です。 2年前この会議に参加したときはまだコロナの影響が色濃く

残っていまして、今になってみると、大分私どもの記憶から薄れてきますけれども、

子どもたちからすると貴重な学生生活の 3年が空白になっているので、これからそれを

埋めていかなきゃいけない。私は地域の文化を伝承する活動をふだんしているもので

すから、その中で今回の経験をこれから生かしていきたいなと思っております。あり

がとうございました。  

遠藤会長：ありがとうございます。  

  それでは鳩山委員、よろしくお願いいたします。  

鳩山委員：2期にわたり、4年間お世話になりました。ありがとうございました。  

  私は区立幼稚園に約40年間勤めていたものですから、区の方を擁護するわけではない

んですけど、一生懸命考えてやってくださっているというのはよく感じていましたので、

今度は一般の一区民として参加して退職もしましたので、一区民として参加して、どこ

のアンケートでも出てくるんですけど知らなかったとか、広報活動が足りなかったとい

うのが出てくるので、こういう会議に出て区の意見とか昔のじゃなくて今の考え方を聞

いて、少しでも子育て支援拠点事業とかひろばにいる人たちの子どもを育てている保護

者の方に少しでも情報を伝えたいなと思って公募をいたしました。本当にお世話にいろ

いろと勉強させていただきました。ありがとうございました。  

  以上です。  

遠藤会長：ありがとうございます。  

  それでは岩永委員、よろしくお願いいたします。  

岩永委員：区民委員の岩永です。私も文京区で子育てをしていく中で、様々な区の事業

だったり、民間のサービスを利用していて非常に満足しています。それと、この会議

に出席することでいろんな専門家の先生方だったり、区民とか関係機関の方の声を反

映しているからなんだなというふうに感じて非常に安心感を持ったというのが感想で

す。 

  これからもいろんな声を拾って課題を解決していっていただければうれしいなと思っ

ています。ありがとうございました。  

遠藤会長：ありがとうございます。  

  それでは河合委員、よろしくお願いいたします。  

河合委員：公募区民の河合でございます。こういった活動に参加するのは初めてで最初

のほうとか、すごい緊張したり、なかなか意見をまとめたりもできなかったこともあ

りましたけれども、しっかりと皆さんが受け止めてくださって対応もいただいたりし

て非常によかったなというふうに思っております。また、皆様の話をお伺いして勉強
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になるところもありましたし、こちらの活動を通じて知り合いのお母様方からもちゃ

んと意見を区のほうでも推進にくみ上げてくださっているんですねと感想をいただい

たりして、非常に勉強になりましたし、うれしかったこともあります。  

  ちょっと個人的な話もありますけれども、ありがとうございました。  

遠藤会長：ありがとうございます。  

  それでは大橋委員、よろしくお願いいたします。  

大橋委員：大橋です。私、子ども部会のほうは 6年前から出させていただいているんです

けれども、本当に初めは何も分からないところに来ましたので、ああ、そうなんだと

思って、今やっと分かってきたというレベルで申し訳ないんですけれども、こういう

ことをいろいろ区のほうは話し合ってくださっているんだなということはとてもお勉

強になりました。ありがとうございました。  

遠藤会長：ありがとうございます。 

  それでは中嶋委員、よろしくお願いいたします。  

中嶋委員：民生児童委員の中嶋です。私は任期の途中で初め参加させていただいたので、

まだまだ今も分からないことがたくさんあり、毎回皆さんの話を聞きながら勉強させ

ていただいているところなんですけれども、民生児童委員として今、地域の子育て支

援拠点と、それから幼稚園、小学校、中学校のほうで運営委員などをしておりまして、

やはりそういうところと区のいろんなつなぎの役割だと思っておりますので、これか

らもお勉強しながら皆様とのつなぎの役割を果たせていけたらいいなと思っておりま

す。ありがとうございました。  

遠藤会長：ありがとうございます。  

  それでは堀口委員、よろしくお願いいたします。  

堀口委員：文女連の堀口法子です。大変大切な部会に参加させていただき、たくさんの

方たちの意見を伺うことが出来きました。学ぶことが多かったです。区民の、特に子ど

もたちへの的確な支援や施策が行われていくために、率直な声や多様な視点が必要だと

いうことを毎回の部会で実感しました。これからも大事であると思います。私は文京区

に住んで６２年になります。同じ地域に住み続けていますので私と娘、今は孫も同じ小

学校に通っています。社会の変化のなかで、子どもたちを取り巻く環境が大きく変化し

ていますが、子どもたちの幸福につながる環境を考えることが大切だと思っています。

最後に、今回の資料21ページの子どもたちの要望の中に、緑がたくさんある公園や広場、

スポーツができる体育館・運動場、気軽におしゃべりできる居場所が欲しいというのは、

まさに子どもたちの生の声だと思います。親も安心して送り出せる、家や塾だけでなく、

子どもたちの安心できる居場所を作っていってもらえたらと思います。本当にありがと

うございました。  

遠藤会長：ありがとうございました。  

  それでは佐藤委員、よろしくお願いいたします。  

佐藤委員：私立幼稚園、佐藤でございます。私も最初来ましたときには正直、私立幼稚

園を守らねばみたいな思いも少しあったのですけれども、いろいろな方のいろいろな

話を伺っていく中で、私立幼稚園というものもやっぱりその文京区の公共の財産とい

うか、そういった広域性というか、そういったことをもっと考えていかなければいけ
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ないなと。そして、今までの形だけにこだわるのではなく、いろんな形で子どもたち

の育ちを支えるなり環境をつくっていけるのかなという新しい、今までになかった自

分での考え方ができるようになったなというふうに思っております。 

  これからも子どもたちのために力を尽くしていきたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。皆様、ありがとうございました。  

遠藤会長：ありがとうございます。  

  それでは、佐々木委員、よろしくお願いいたします。  

佐々木委員：私立保育園の佐々木と申します。私もこの会議に参加させていただいて一

番長いんじゃないかと思うんですけれども、最初の頃から文京区そのものがとても子

ども、子育てに関して熱心な取組をしているということがなかなか私も、東社協関係

のワーク部会にずっと長くおりましたので、ほかの地区の情報がたくさん入ってくる

んですね。  

  その中でいろんなことに関して文京区は、うちのほうは、まだこんなのやっているわ

よ、何やっているわよと情報交換の中でとても取組としてしっかりやっていただけてい

る区だなということでは何となくちょっと誇りを持てるような気もしたんですけれども、

部分的にはちょっとこれはどうかしらねというのは個人的に持っているところは実際あ

るんですけれども、本当に文京区の子どもたちは、実際に賢い子が多いです。今まで保

育を長くやってきた中では、本当にしっかりした家庭で育っている子は多い地区だと思

います。よその地区の 23区の中でもそうですけれども、やはり家庭問題をたくさん抱え

ている保育園があまりにも多いんです。  

  だから、こういう話は恐らく話にならないんじゃないかなと思うぐらいにたくさん家

庭問題を抱えている中で、文京区は確かに一部はあるかもしれないですけれども、一番

安定した環境の中で子育てができている区じゃないかなというふうに思っているところ

です。 

  こういった会議もほかの区に聞いたりすると、あまり、もう辞めちゃったとか、もと

もとこの会議は国のほうから子ども・子育て会議をやっていきましょうということで出

てきたものだと思いますけれども、どこかでどこかの区がだんだん消えていってしまっ

たというような話も聞いていますので、これだけ熱心に続けられるということ自体もや

はり子どもに関する熱い視線と思いというのがあるというのが一つのこの形かなという

ふうに思っております。 

  また、新たな課題がどんどん増えてきているというのも現実なので、いろんな問題が

本当に幾らでもあると思いますけれども、それを一つずつでも解決できるような、いつ

もみんなで子どもを見守っているんだというような姿勢でこれからも行かれたらいいな

というふうに思っております。何年間だか忘れましたけど、ありがとうございました。  

遠藤会長：ありがとうございました。  

  それでは岸委員、よろしくお願いいたします。  

岸委員：父母連の岸です。父母連は保育園の保護者と文京区の方とのかけ橋として活動

しているわけなんですけれども、ただ保育園の保護者の方々の意見を聞くと、すごく

文京区の保育園の運営には満足している人がすごく多くて、僕自身もすごく助けにな

っていて、とても感謝しています。  
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  僕自身はこの今年の子ども・子育て会議と基本構想推進会議というのに出ているんで

すけど、この今日の調査報告書もそうですし、基本構想のほうでもすごくいろんな調査

をして資料を出してきていただいていて、今、佐々木先生がおっしゃったようにそうは

いっても課題はたくさんあると思うので、多分そういう項目の中にはすごくよくする宝

物が眠っていると思うので、それを掘り起こしてほしいなというふうに思っているのと、

別にニュースになればいいというわけではないんですけど、文京区、これやったぜみた

いなのが、すごく出てくるような、ちょっとやっぱり大きい自治体なので、結構安定し

ている自治体なので、難しいかとは思うんですけど、そういうのが出てくると、こうい

う委員をやっていてよかったなというふうに思うのかなと思いました。ありがとうござ

いました。  

遠藤会長：ありがとうございます。  

  それでは会場にいらっしゃる髙橋委員、よろしくお願いいたします。  

髙橋（誉）委員：大変お世話になりました。私自身もこの会議に参加させていただきま

して、大変貴重な皆様のご意見を伺う中で学びと気づきが得られました。  

  私自身も現在中学校2年生と小学校4年生の子育てを文京区内でしている身であります

し、下の娘は特に障害を抱えているということもあり、大変区役所の皆さんも含めて、

本当に大変お世話になっているなというふうに思います。ありがとうございます。  

  その中で特に私は学童保育連絡協議会から参加をしているというところもありまして、

やはり文京区の育成数、学童の在り方というのは本当に全国でトップを走るしっかりと

した運営といいますか、基盤を支えていただいているなというふうに、他の地区から、

もしくは全国から見ても、都内だけじゃなくて先進事例になるというふうに思っていま

すし、一方、世代も変わってきたりですとか、学童保育やそれを取り巻く保護者の環境、

意識というものも年々変化しているのは間違いなくて、その中でこの培ってきた歴史と

すばらしい運営の在り方というのがしっかりと受け継いで、世代が変わっても受け継い

でいかなければいけないというふうに本当に思っていますし、そこはやはり区の皆さん

と一緒に継続していけたら、文京区は本当に先進的なしっかりとした運営をするところ

だなと、子育てをしっかりするところだなというところでやっていけたらというふうに

思いますので、引き続きよろしくお願いいたします。本当にありがとうございました。  

遠藤会長：ありがとうございます。  

  それでは井島委員、よろしくお願いいたします。  

井島委員：私、連合文京の労働者側として、今回参加させていただきました。こういっ

た形で皆さんのご意見伺う機会をいただき本当にありがたかったと思います。  

  今日のアンケートの調査結果の概要でも載っていますけれども、実は労働組合といた

しましては、私は委員長をしておりますけれども、男性の育休制度のことでなっていま

すけれども、どうしても育児休業を取ることが目的となっていて、その仕組みをしっか

りと柔軟に対応していくと、そういったところがなかなかできづらくなってきているの

かなと。そういった意味で今日の 10ページに書かれている職場に育児休業が取りにくい

雰囲気があったといったことが如実に表れているのかなと思っています。こういったこ

とを私どもは日頃労働組合というのはやはり働いている皆様との協働をしながらやって

いっておりますけれども、やはり制度がうまくできたとしても、運用していくのは人同
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士のつながりなのかなと思っております。そういった意味では、文京区の子育て支援な

どのニーズというのはもう極めて高い仕組みであるかなということを私もこの会議を通

して感じましたけれども、そこの運用をしていくための人の理解というのが今後必要に

なっていくでしょうし、ちょっと議題は違いますけれども、若い子育てだけでなく、今

後はご高齢の今度は介護のこととか、そういったことの事例にも発展していくのかなと

私自身は組合の立場として参加させていただきました。  

  本当に有意義な時間にさせていただきました。ありがとうございました。  

遠藤会長：ありがとうございます。  

  それでは、オンラインでご参加の古城委員、よろしくお願いいたします。  

古城委員：一般委員の古城と申します。この 2年間、この会議に参加させていただき、と

てもためになりました。 2年前は自宅保育で無職で本当にこの会議ぐらいが外との関わ

りだったんですけれども、 2023年 4月から日本語教育指導員をさせていただいていまし

て、区内の小学校とかちょっと近隣の小学校で日本語が不自由な子に日本語を教える

という活動をしております。文京区には本当に外国人にも教育がちゃんと行き渡るよ

うに区役所の人がちゃんと生徒一人一人を把握して日本語指導員を派遣しているとい

うのはすばらしく、手間がかかるのにすばらしいなと思っております。あと、子ども

がおりますので、このように WEB会議で参加できると非常に助かります。夜の 8時半に

春日から帰ると私はちょっと遠いので、本当に助かっています。  

  あと、最後に本当にこの会議に出て知らないこととか、たくさん知れました。もとも

と区の行政サービスに感謝していまして、この子育てひろばとか NPとか育児スキルのセ

ミナーとか児童館の2歳児のカリキュラムとか、そういうのがなければとても子育てで

きなかったので、文京区の子育ての行政サービスには本当に感謝しております。これか

らもどうぞよろしくお願いいたします。  

  以上です。  

遠藤会長：ありがとうございました。  

  それでは大井委員、よろしくお願いいたします。  

大井委員：どうもありがとうございました。文京区立中学校 PTA連合会から参加させてい

ただいておりました大井明彦と申します。  

  今回、この会議に 2年間参加させていただいて、本当に知らないことをたくさん学ば

せていただきました。ただ、やっぱり話題の中心が主に未就学児の子たちだったり小学

生の子だったりといったところで、私の立場からあまり関われるところがなかったとい

うのはちょっと残念だったかなというところも少し思いがあります。  

  一方、中学生が逆に取り残されてしまわないように、さらに配慮をいただけるとうれ

しいなというふうには思っております。学校というところはすごいかなりいろいろと気

を遣って整えていただいて、子どもたちの学校生活はかなり充実しているんじゃないか

なとは思うんですけれども、やはり中学校の後、アフタースクールの時間が、先ほども

ちらっとヤングケアラーのお話等もございましたけれども、やっぱり中学生で部活動を

やっていないと特に学校後に居場所があまりないということになってしまっているので

はないかなということを危惧しております。部活やっていなくて、例えば塾にも行けて

いない子だと、ひたすら自宅でスマホだったりゲームだったりとか、そんな現況になっ
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ているんではないかなというふうには思っておりつつも、中学生の保護者で結局 3年間

があっという間に過ぎてしまいまして、何も分からないまま過ぎてしまうというのが一

般的ではないのかなと思っております。行政の皆様方とか、こういった会議の中でいろ

いろと話していただけるとさらに助かると思っております。  

  今後ともどうぞよろしくお願いいたします。ありがとうございました。  

遠藤会長：ありがとうございました。  

  それでは河津委員、よろしくお願いいたします。  

河津委員：すみません。カメラ・・・ので音声だけで失礼します。 

  私は途中からで 1年だけ参加させていただいたんですけれども、このような会議に参

加させていただくのは初めてで、子どものことをよりよくしようという場でとても勉強

になることがたくさんありました。今までこんなふうに子どものことを考えてくれる場

があるということを知らずに今まで子育てしてきたので、いろいろな方たちの支えがあ

ってここまで来たんだなというふうに感じてありがたいなと思っています。  

  私は特別支援学級の連絡協議会から来ていまして、やっぱり不便を抱えた子どもたち

の居場所だったり、それこそ放課後をどう過ごすかというような支援だったりというと

ころも今後とも、考えていっていただけたらありがたいなと思っています。  

  どうもありがとうございました。お世話になりました。  

遠藤会長：ありがとうございました。  

  それでは高櫻委員、よろしくお願いいたします。  

高櫻委員：青山学院大学の高櫻です。私も最初の頃からなので非常に長きにわたってお

世話になっております。 

  皆様おっしゃられていたとおり、最初の頃から文京区のこの会議は本当に子どものこ

と、子育てのこと、またそれらを取り巻く環境のことについて、真摯に考え続けてきた

会議体だと思っていますし、そういうところに参加させていただけたということをすご

く光栄に思っております。それはやはり毎回これだけの膨大な資料を事務局の方々が本

当に分かりやすくまとめてくださって説明してくださって、そして私たちがどんな些細

なことを言っても、どうしたらできるのかとすくい上げてくださったりだとか、自由に

意見を言える雰囲気をつくってくださったからだと思います。この雰囲気があるから、

実際のそれぞれの政策も温かいものになっているんじゃないかなと私自身は感じていま

すし、それが委員の先生方が本当に文京区がいいという、今のコメントにつながってい

ると思っています。そういう場に参加させていただいたことを心から感謝しています。  

  また同時に、最初の頃から量だけじゃなく質をという話が出ており、質をどうやって

作るのかなというと、私は人が作るものだと思っています。就学前を考えても親御さん

がいろんなところに子どもを預ける選択ができるようになったのはすごくいいことの一

方で、その選択を支え続けるためにはそこで働く先生方を支えるということがすごく大

事で、そしてその支えるというのは行政だけが支えるのではなくて、地域のみんなが理

解をして支えていく。それは地域の皆さんも行政を支える。行政もみんなを支えるとい

う、お互いの支え合いの中で初めて質の向上の一歩を踏み出せると思っていますし、そ

ういう取組に、また関わらせていただければと思っています。本当に長きにわたってお

世話になりまして、ありがとうございました。  
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遠藤会長：どうもありがとうございました。  

  それでは、オンラインでご参加の髙橋先生、よろしくお願いいたします。  

髙橋（貴）委員：白百合女子大、髙橋です。今お話しされたことで全て総括されている

ので、私は何も言うことがないんですが、一言だけ申し上げると、やっぱり保育とか

子育てとか教育は美辞麗句が並べやすいものですよね。子ども真ん中社会なんていう

のは、まさにそのとおりで、それが美辞麗句が美辞麗句で終わってはいけないと思っ

ています。やっぱりそれが地に足が着いたものになっていかないと意味がなくて、そ

ういう意味でいうと、やっぱり今の保育、子育てはあまりに複雑になり過ぎちゃって

いる側面があると思うんですね。  

  さっき新制度の幼稚園の話が出ていましたけど、うちの学生もこの間実習に行ってき

ましたけど、あの園が新制度だったのか旧制度だったのか何も知らずに行くわけですよ。

だけど、実はいろんなところが変わってきている。いろんな分かりにくさがどんどん膨

らんできているので、こういう会議体ではできるだけ平易に分かりやすく区民の方にメ

ッセージが伝わるような、そんなことを意識していくことがやっぱり大事なんだろうな

というふうなことを思いました。  

  一方、やっぱり今、高櫻先生がおっしゃいましたけど、保育、子育ては今風の言葉で

言えば、やっぱり多職種協働みたいなものがないと成り立たないものなので、先ほど中

学校がちょっと置き去りにという話がありましたけど、やっぱりあらゆる側面の人たち

の声を総合して、それこそチームで子どもを見ていくという姿がベストだと思いますの

で、そのモデルを文京区が示すことができればいいなというふうに率直に思っていまし

た。 

  どうもありがとうございました。私も大変勉強になりました。  

遠藤会長：どうもありがとうございました。  

  皆様、誠にありがとうございました。私自身、この会議に参加させていただきまして、

毎回非常に忌憚のない、しかし非常に生産性の高い建設的なご意見をたくさん頂戴する

中で現実的に文京区の子どもに関わる制度、サービス、さらには施設、非常に充実して

きているのではないかなというふうに感じております。  

  恐らく、これからは今日の調査結果などにもありましたように、その認知度を高めて

いくということ、利用率を高めていくというところが課題になるのかなという気がいた

しますけれども、恐らく今後の文京区の符合した動き、引き続き見守って、時々はそれ

こそ厳しいご意見なども引き続き頂戴できればなというふうに考えるところでございま

す。 

  私自身、子どもに関わる研究をしている者として、この会に参加させていただき、言

ってみれば子どもたちの実際、あるいは子育て、保育、幼児教育の実際、それをリアル

に知ることができまして、まさにそういう現場というところから乖離しない形のやはり

調査とか研究ということをしていかなければいけないというようなことを改めて意を強

くしたところでございます。  

  本当に私自身にとっても非常に貴重な学びの場でございました。心より御礼申し上げ

ます。これからも引き続きいろいろとご意見等を頂戴できれば幸いでございます。本当

にどうもありがとうございました。  
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  皆様からいろいろとご発言いただきまして、一通りそれが終わりましたので、これよ

り進行を事務局のほうにお返ししたいと思います。よろしくお願いいたします。  

子育て支援課長：遠藤会長、髙橋副会長、高櫻先生、また委員の皆様、ありがとうござ

いました。  

  最後に閉会に当たりまして、文京区の幹事を代表し、子ども家庭部長の多田よりご挨

拶申し上げます。  

子ども家庭部長：子ども家庭部長の多田でございます。繰り返しになりますけれども、

本日が委員の皆様の任期中最後の会議ということですので、幹事を代表してご挨拶を

させていただきます。  

  委員の皆様におかれましては、この間、ご多忙の中、またコロナ対応のある中、この

本会議にご出席いただきました。様々な角度から非常に貴重なご意見を賜りました。ま

ずはこのことについて、改めて感謝申し上げたいと思います。どうもありがとうござい

ました。  

  さて、委員の皆様にご議論いただいた点について、令和 4年度、令和5年度を振り返り

ますと、子育て支援事業計画におけるニーズ量、確保方策に関する意見聴取のほか、特

徴的なものとして、主に3点あろうかと思っています。  

  1点目ですけれども、これまでなかった子どもの貧困対策の計画の検討を行いまして、

令和 5年3月に策定をいたしました。 2点目ですけれども、これは本日の議題にもなりま

したけれども、次期子育て支援計画の策定に向けて子ども・子育て支援に関する実態調

査の調査項目の検討を行っていただき、直近の課題に則した新たな調査項目などを新た

に設けたということですね。 3点目ですけれども、これは会議の運営についてになりま

すけれども、会場にお越しいただく形とオンライン形式を併用したハイブリッド形式を

採用して、会長をはじめとして委員の皆様には会議の進行に際して多大なご協力をいた

だきました。どうもありがとうございました。  

  今後ですけれども、こども家庭庁を主軸として我が国の子ども政策については短期的

かつ中・長期的にますます動きが活発になろうかと思います。本区としてもそうした動

向を注視しながらも、本区における子どもたちや子育ての状況をしっかりと捉え、また

子ども・子育て会議をはじめ、様々な議論を重ねながら、文京区ならではの政策を一層

推進し、文京区の子どもの最善の利益を守ってまいりますので、どうかよろしくお願い

いたします。  

  最後になりますけれども、委員の皆様のますますのご活躍、ご健康を祈念いたしまし

て、私からのご挨拶とさせていただきます。 2年間どうもありがとうございました。  

子育て支援課長：ありがとうございました。委員の皆様、本当にこれまでありがとうご

ざいました。  

  最後にこの会議の予定につきまして、今後の予定につきまして、ご案内させていただ

きます。 4月以降の新たな委員の皆様と次の子育て支援計画の内容の検討を行います。

その際には、今回お示しした実態調査の結果を用いてニーズ量を計算し、それに対する

区の事業量を検討してまいります。  

  また、このほか、子ども会議のことについても会議に諮り、委員の皆様からもご意見

をいただき、文京区の子育て支援施策を基にさらに推進してまいりたいと考えておりま
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すので、これからもどうぞ子ども・子育て会議、子ども部会にご関心を寄せていただき

ますと幸いでございます。  

  なお、お手元の資料第 1号については、お持ち帰り可能ですので、もし終わった後で

も何かご意見があれば、メール等でご連絡いただければと存じます。  

  それでは、これをもちまして、文京区子ども・子育て会議及び地域福祉推進協議会子

ども部会を終了とさせていただきます。  

  皆様、ありがとうございました。  

以上 


